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　「
鹿
沼
ま
る
ご
と
博
物
館
」（
以
下
、
ま
る
ご
と
博

物
館
）
は
、
施
設
内
に
資
料
を
展
示
す
る
一
般
的
な

博
物
館
と
は
異
な
り
、
市
域
全
体
を
巨
大
な
博
物
館

と
し
て
見
立
て
る
取
り
組
み
で
す
。

　
市
内
各
地
の
自
然
や
史
跡
・
考
古
資
料
・
歴
史
資

料
・
祭
り
や
伝
統
の
技
な
ど
の
「
地
域
資
源
」
を
対

象
に
博
物
館
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
活
動
は
、
調
査
・
収
集
→
整
理
・
保
存
→

研
究
→
活
用
の
サ
イ
ク
ル
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
地
域
資
源
も
存
在
す
る
だ
け
で
は
価
値

　
ま
る
ご
と
博
物
館
は
、「
中
央
館
」
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
央
館
は
総
合
展
示
や
館
全

体
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
が
、
現
在
は
文
化
課
が

そ
の
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、各
地
に
点
在
す
る
既
存
の
展
示
施
設
を「
分

館
」
に
位
置
付
け
、
中
央
館
と
連
携
し
た
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
地
に
「
地
域
拠
点
施
設
」

を
設
定
し
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の
拠
点
と
し
ま

す
。

シンボルマーク（デザイン：菊池　雅美さん）
驚きや発見を表現しています。顔を模したマー
クの輪郭は「カヌマ」の文字になっています。

鹿沼まるごと博物館のイメージ

地域資源

中央館博物館活動の
推進

博物館活動に
関わる施設の
活用と整備

博物館活動
による教育と
学習の充実

鹿沼
まるごと博物館
ネットワーク
の構築

地域拠点施設

市　民学校 分館

ま
る
ご
と
博
物
館
は
ど
ん
な
博
物
館
？

ま
る
ご
と
博
物
館
の
仕
組
み

が
分
か
ら
ず
、
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
学
術
的
な
手
法
に
基
づ
い
て
、
秘
め
ら
れ
た
価

値
を
明
ら
か
に
し
、
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
、
人
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
博
物
館
の
基
本
理
念
は
「
市
民
と
と
も

に
未
来
を
創
る
博
物
館
」
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
博
物
館
活
動
全
体
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
学
び
考
え
、
探
求
し
発
見
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
実
感
で
き
る
博
物
館
、

そ
れ
が
ま
る
ご
と
博
物
館
で
す
。
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こんな活動をしています
　
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、
自
然

史
資
料
、
考
古
資
料
、
古
文
書
、

昔
の
生
活
用
具
、
歴
史
的
公
文
書

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
の
調

査
・
整
理
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
は
、
後
世
に
受
け
継
い

で
い
く
た
め
、
特
性
に
合
わ
せ
た

保
存
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
・
研
究
の
成
果
を
講
座
や

企
画
展
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ま
る
ご
と
博
物
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）
で

は
、「
鹿
沼
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（
電
子
デ
ー
タ
で
の
記
録
）」
と
し

て
、
貴
重
な
資
料
を
公
開
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
博
物
館
で
は
、
南
押

原
地
区
に
お
い
て
３
年
間
の
モ
デ

ル
地
区
事
業
を
実
施
し
、
地
域
に

お
け
る
博
物
館
活
動
の
実
践
と
担

い
手
の
養
成
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
11
月
に
は
、そ
の
成
果
を
特
別
展

「
ち
ょ
っ
と
昔
の
南
押
原
」
で
発
表

し
ま
し
た
。

　
南
押
原
地
区
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
子
ど

も
に
は
地
域
に
対
す
る
気
付
き
を
与
え
、

お
年
寄
り
に
は
昔
を
思
い
起
こ
す
こ
と
で

活
力
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
人

に
ふ
る
さ
と
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
は

地
域
に
つ
い
て
今
ま
で
以
上
の
知
識
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
参
加
者
た

ち
が
地
域
の
中
で
知
識
を
広
め
て
い
く
担

い
手
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
る
ご
と
博
物
館
は
、
地
域
か
ら
活
動

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
博
物
館
活
動
に
関
心
の
な
か
っ
た

人
た
ち
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
郷
土
愛
や

地
域
の一体
感
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
今
は
南
押
原
と
い
う
点
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
、
活
動
を
継
続
し
て
点
か
ら
面
へ
、

市
域
全
体
へ
の
展
開
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
資
源
を
守
る

―
調
査
・
研
究
・
保
存
―

魅
力
を
共
有
す
る

―
公
開
・
活
用
―

つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る

―
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
―

地
域
お
こ
し
の
原
点
に

モデル地区事業に参加した

鈴木　節
せつ

也
や

 さん

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

モ
デ
ル
地
区
特
別
展

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中「

鹿
沼
町
実
景
」

「
小お

川が
わ

山や
ま
の
六
本
杉（
草
久
）」樹
勢
調
査
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明神前遺跡から出土した注
ちゅう

口
こう

土器。儀礼などで使われたと考えられます。高さは31cmで同形では
関東地方で2番目の大きさです。

ハート形土偶
本来はハートに近い形の顔が付いて
いた、腹部が大きく膨らんだ妊婦
像です。生命を生み出す女性の神秘
の力にあやかり、命の誕生・豊穣を
祈ったと考えられます。

　
２
月
18
日
ま
で
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
ま

る
ご
と
博
物
館
第
４
回
企
画
展
で
は
、
上
殿
町
の
明
神
前

遺
跡
を
中
心
に
、鹿
沼
の
縄
文
時
代
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
明
神
前
遺
跡
は
、
押
原
神
社
の
南
一
帯
に
位
置
す
る

小こ

字あ
ざ
「
明
神
前
」
か
ら
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
か
ら
平
安

時
代
の
遺
跡
で
す
。
今
回
の
展
示
で
は
「
水
辺
の
モ
ノ
語

り
～
自
然
と
の
共
生
～
」、「
祈
り
の
モ
ノ
語
り
～
自
然
へ

の
畏い

ふ怖
～
」
の
２
コ
ー
ナ
ー
で
縄
文
人
の
知
恵
と
信
仰
を
、

「
古
代
の
モ
ノ
語
り
～
ム
ラ
再
び
～
」
で
縄
文
時
代
以
降

に
新
た
に
明
神
前
に
住
み
着
い
た
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
な
も
の

ま
で
１
１
５
種
４
０
０
点
を
超
え
る
土
器
や
土ど

偶ぐ
う
、
石せ
き

棒ぼ
う

や
埋う
め
甕が
め
な
ど
を
展
示
し
、
期
間
中
に
は
、
大
田
原
市
な
す

風
土
記
の
丘
湯ゆ

津づ

上か
み

資
料
館
館
長
の
上
野
修一氏
を
招
い

た
記
念
講
演
会
や
、
縄
文
土
器
の
拓た
く
本ほ
ん
（
※
１
）
を
使
っ

た
し
お
り
作
り
、
ア
ン
ギ
ン
編
み
（
※
２
）
コ
ー
ス
タ
ー

作
り
な
ど
、
縄
文
人
の
知
と
こ
こ
ろ
を
体
感
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
ま
し
た
。

縄
文
人
の
知
と
こ
こ
ろ

最新！！まる博企画展レポート
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木の実などを水に漬けておくために使われた水さらし場の中心となる木
き

組
ぐみ

遺構（※３）。水に強いクリ材を使っており、湧き水
を導水し、常時清潔な水が溜まるように工夫されているなど、食料を加工するための縄文人の知が詰まっています。左下は
底に敷かれた網

あ

代
じろ

（※４）です。

　
好
評
に
つ
き
本
企
画
展
の
延

長
が
決
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
と
　
き
】
３
月
12
日
㈫～

３１
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
文
化
活
動
交
流
館

　
　
　
　
　
郷
土
資
料
展
示
室

　
鹿
沼
署
西
交
差
点
付
近
に
通
称「
オ
イ
ノ
コ
弁
天
」

と
よ
ば
れ
る
泉
が
あ
り
ま
す
。
発
掘
調
査
で
こ
の
泉

を
利
用
し
た
「
縄
文
時
代
の
台
所
」
と
さ
れ
る
木
の

実
の
水
さ
ら
し
場
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
水
さ
ら
し

場
は
全
国
に
二
十
数
件
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
水

が
汚
れ
な
い
よ
う
に
ヨ
シ
で
作
っ
た
網
代
が
底
に
敷

か
れ
た
木
組
遺
構
は
全
国
初
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
周
辺
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
や
石
器

の
他
、
腐
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
た
木
製
品
や
漆う
る
し製
品
、

縄
文
人
の
食
べ
て
い
た
ト
チ
の
実
な
ど
も
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
明
神
前
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
構
と
遺
物
は
、

縄
文
時
代
の
木
の
実
加
工
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
縄
文
人
の
知
恵
が
現
代
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
研
究
を
進
展
さ
せ
た
⁉

水
さ
ら
し
場
遺
構

会
期
延
長
決
定
！

先端を湧水点に向けて埋置された緑
色の石棒。豊かな湧

ゆう

水
すい

を祈ったと考え
られます。

魅力的な資料が勢ぞろい。多くの来
場者でにぎわいました。

（※１）拓本
器具などに紙をあて、そこに刻まれて
いる模様等を墨で写し取ったもの。
（※２）アンギン編み
縄文時代から続く布等の編み方。すだ
れや俵などに用いられる。
（※3）木組遺構
湧き水や川などの流水を利用するため
に、木を組んで作られた施設の痕跡。
（※4）網代
竹やヒノキ、ヨシなどを薄く細長くし、
縦横または斜めに編んだもの。
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